検証評価ワークシート(案)
	関係部局
	生活文化部文化スポーツ振興室文化課、生涯スポーツ振興課

教育委員会教育振興室保健体育課

	プロジェクト名
	Ⅲ　次世代の青少年を育てる
	概 要
	未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。

	
	　(3) スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト
	
	

	1 評価指標
	スポーツ・芸術鑑賞行動者率

	2 評価指標の推移、　 全国及び他府県比較
	○スポーツ行動者率

（単位：％）

8年度
13年度
18年度
大阪府

10～14歳

－

－

88.5

15～24歳
89.7
81.6
75.9

25～34歳

85.1
81.2
67.2

全国
10～14歳

－

－

90.5

15～24歳
88.4
83.5
77.9

25～34歳

84.4
79.5
71.2

　　　（資料）総務省「社会生活基本調査」
　　　　　　　　注：個人の自由時間の中で行うもので、学生が授業で行うものを除く
	○芸術（美術、演芸・演劇・舞踊、音楽会などによるｸﾗｼｯｸ音楽）鑑賞行動者率
（単位：％）

8年度
13年度
18年度
大阪府

10～14歳

－

－

36.1
15～24歳
44.5
42.8

39.9

25～34歳

39.7
40.3

42.9
全国
10～14歳

－

－

41.3

15～24歳
42.5
43.3

37.2

25～34歳

44.3
40.9

39.0

　　（資料）総務省「社会生活基本調査」
注：個人の自由時間の中で行うもの

	3 関連指標
	(1)部活動

○ 入部率

【大阪府公立中学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

運動部

６２．９

６３．７

６４．４

６４．８

６４．８

文化部

１６．６

１６．１

１６．３

１６．３

１６．４

計

７９．４

７９．８

８０．７

８１．２

８１．５

　　（注）政令市を除く（15～17年度は堺市を含む）

　　【大阪府立高校（全日制）】　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

運動部

３２．８

３４．２

３３．９

３３．３

３３．２

文化部

１７．６

１８．１

１８．１

１９．６

２１．６

計

５０．４

５２．３

５２．０

５３．０

５４．８

　　（注）全日制高校のみ

○ 部活動の数（運動部・文化部）

　　【大阪府公立中学校】
15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

運動部

3,968

4,023

4,097

3,845

3,584

文化部

1,568

1,511

1,538

1,388

1,236

計

5,536

5,534

5,635

5,233

4,820

（注）政令市を除く（15～17年度は堺市を含む）

【大阪府立高校（全日制）】
15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

運動部

3,167

3,032

2,964

2,869

2,806

文化部

2,023

1,997

1,901

1,853

1,677

計

5,190

5,029

4,865

4,722

4,483

（注）全日制高校のみ
	○ 大阪府立高校（全日制）における部活動指導者数

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

教職員

9,855

9,621

9,355

9,126

8,890

外部指導者

658

697

714

727

711

　　（注）教職員は、顧問・副顧問の合計

(2) 地域活動

○ 地域のサークルやクラブなどの団体に入り活動している割合
【小学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
12年度

14年度

15年度

17年度

ｽﾎﾟｰﾂ関係団体

４０．０
３９．８
３９．１
３８．０
文化関係団体

５．６
７．２
５．６
３．６
計

４５．６
４７．０
４４．７
４１．６
【中学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
12年度

14年度

15年度

17年度

ｽﾎﾟｰﾂ関係団体

１４．２

１４．６

１１．９

１３．８

文化関係団体

２．１

３．７

３．２

３．５

計

１６．３

１８．３

１５．１
１７．３
【高校生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
12年度

14年度

15年度

17年度

ｽﾎﾟｰﾂ関係団体

７．４

８．６

８．２

９．６

文化関係団体

３．５

２．５

４．１

４．１

計
１０．９
１１．１
１２．３
１３．７
　（資料）大阪府「小学生・中学生・高校生の意識と行動アンケート調査」
　

	○ スポーツ・芸術活動の機会提供数
･総合型地域スポーツクラブ数の会員数
（単位：人）

17年

18年

19年

子ども

3,011

3,632

4,440

大　人

2,425

3,214

4,806

計

5,436

6,846

9,246

（注）各年７月現在の人数

・おおさか・元気・シリーズ入場者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

入場者数

（人）

10,058

10,891

10,188

7,258

6,591

うち学生

（％）

10.0

9.7

14.4

25.0

46.0

（注）15・16・17年度は、クラシック・伝統芸能の12公演。18年度は、伝統芸能のみの8公演
・アジア・アートフェスティバル（若者・若手の参加にターゲットを当てた事業）参加者数
· 　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
１７年度

１８年度

１９年度

５，４０１

１０，６７９

１４，１１３



	4 要因・背景等
	子どもたちの精神的な自立の遅れや社会性の不足が指摘される今日、子どもが地域や学校で、スポーツ活動や文化活動を通じて様々な人と出会い、いろいろな体験を重ねることは、人とつながるだけでなく、自分自身を発見し、表現することができるようになる、貴重な経験である。

子どもが、夢に向けて積極的にチャレンジできるよう、学校内外においても、文化や芸術、スポーツ等とふれあう機会を充実することなどにより、その豊かな感性を育み、創造できるような環境の整備が求められている。
	5 取組状況
	別紙のとおり

	6 　評　　　　価
	(1)緊急性・継続性

子どもたちの精神的な自立の遅れや社会性の不足が指摘される今日、子どもたちが心豊かな感性を育むとともに、大阪の文化･スポーツの裾野拡大を図る必要がある。

(2)府の関与の必要性

地域や学校などで文化芸術を鑑賞・体験できる機会を充実させ、次代を担う、心豊かな子どもたちが育つような大阪づくりを目指すためには、大阪府域を対象に事業を実施することが必要かつ効果的である。
また、府域全体のスポーツへの参加機会の拡充を図るため、広域的な立場から、市町村への助言指導等の支援を行う必要があり、府が関与していく必要がある。
	(3)施策の効果
地域や学校において、様々な文化活動を通じて異なる価値観・自分自身の発見・表現などを体験した子ども数を着実に積み重ねており、子どもの健全な育成につながっている。
また、門真スポーツセンター（なみはやドーム）に付加した広域スポーツセンター機能を活用することにより、府内の総合型地域スポーツクラブは着実に増加するなど、誰もがスポーツを楽しむことができる環境整備が図られている。
(4)特記事項



	
	【総　合　評　価】

　　子どものスポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成を進めるためには、学校、地域等と連携しながら、社会全体で取組を推進することが重要である。

　今後、子どもが文化やスポーツを通じて、豊かな感性を育み、創造できるような環境の整備が図られるよう、次世代育成を視野に入れた事業展開を図るなどにより、より効果的かつ計画的に施策を推進していく必要がある。









